
　

海
岸
は
海
か
ら
吹ふ

き
付
け
る
塩
分
を

含ふ
く

ん
だ
強
風
や
海
水
の
飛ひ

沫ま
つ

、
砂
や
岩

石
な
ど
水
分
や
栄
養
分
が
乏と
ぼ

し
い
立
地
、

夏
は
強
い
紫し

外が
い

線せ
ん

な
ど
、
植
物
の
生
育

に
と
っ
て
厳
し
い
環か
ん

境き
ょ
う

で
す
。
こ
の
よ

う
な
厳
し
い
環
境
に
適
応
し
た
植
物
が
、

海
岸
植
物
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。
葉

を
よ
く
観
察
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
潮
風

に
負
け
な
い
よ
う
に
、
内
陸
の
植
物
に

比
べ
葉
が
厚
く
、
水
分
を
た
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
強
す
ぎ
る
光
を

反
射
す
る
よ
う
光こ
う

沢た
く

が
あ
る
葉
も
あ
り

ま
す
。

　

海
岸
植
物
の
中
で
も
砂さ

礫れ
き

浜は
ま

に
生
育

し
て
い
る
も
の
を
海か
い

浜ひ
ん

植
物
と
言
い
ま

す
。
海
浜
植
物
は
ハ
マ
ヒ
ル
ガ
オ
、
ハ
マ

ニ
ガ
ナ
、
コ
ウ
ボ
ウ
ム
ギ
な
ど
の
よ
う

に
地ち

下か

茎け
い

を
伸の

ば
し
て
繁は
ん

殖し
ょ
く

す
る
も
の

や
、
ネ
コ
ノ
シ
タ
、
ハ
マ
ゴ
ウ
な
ど
の
よ

う
に
茎く
き

が
砂
の
上
を
ほ
ふ
く
し
て
広
が

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

し
ば
し
ば
砂
浜
一
面
に
カ
ー
ペ
ッ
ト
状
に

広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

海
浜
植
物
は
種
子
が
海
流
で
散
布
さ

れ
る
も
の
が
多
く
、
こ
れ
ら
は
分
布
が

広
い
特と
く

徴ち
ょ
う

が
あ
り
ま
す
。
ハ
マ
ヒ
ル
ガ

オ
、
ハ
マ
エ
ン
ド
ウ
、
ハ
マ
ボ
ウ
フ
ウ
、

コ
ウ
ボ
ウ
ム
ギ
な
ど
は
、
北
海
道
か
ら

海風や波など植物にとって厳しい環境の砂浜にもうまく適応して花を
咲かせる海浜植物がいます。春から夏にかけて美しいお花畑をつく
る植物たちを紹介します。
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◀ヒレガクアサガオ
（ヒルガオ科）
近年西南日本各地で発見され
ている。漂着発芽後、半年以
内に花を咲かせる。花の直径
は約 3cm。
世界分布：南アメリカ、北アメ
リカ南部、南太平洋、アフリ
カなど
国内分布：新潟以西の日本海
側海岸、九州北西部
花期：9 ～10月

◀ハマナタマメ（マメ科）
2017 年、能登半島で定着
しているのを発見。花の長
さは約 3cm。まれに白花も
ある。
世界分布：中国、台湾、日本
国内分布：本州（太平洋側で
は千葉県南部以西、日本海側
では島根県以西）、四国、九州、
南西諸島、小笠原諸島
花期：7～ 8月

◀グンバイヒルガオ（ヒルガオ科）
これまでなかった房総半島南部、紀伊
半島南部などで越冬し、開花した個体
が見つかっている。高潮で破壊された後、
すぐにつるを波打ち際に向かって伸ばし
砂浜を覆う。花の直径は約 4cm。
世界分布： 世界の熱帯から亜熱帯
国内分布： 四国南部、九州中南部、
南西諸島、小笠原諸島
花期：7～ 9月

近年、分布が北上していることが確
認されている海浜植物です。あなた
の地域では、咲いていませんか？



南
西
諸
島
ま
で
見
ら
れ
ま
す
。

温
暖
化
に
よ
っ
て
分
布
が
拡
大

　

海
浜
植
物
は
、
地
球
温
暖
化
に
よ
っ

て
よ
り
北
へ
と
分
布
が
拡
大
し
て
い
ま

す
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
が
グ
ン
バ
イ

ヒ
ル
ガ
オ
で
、
日
本
で
は
琉り
ゅ
う

球き
ゅ
う

列
島
か

ら
九
州
南
部
ま
で
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
最
近
に
な
っ
て
房ぼ
う

総そ
う

半
島
以

南
の
各
地
で
越え
っ

冬と
う

し
、
花
が
咲さ

い
て
い

る
個
体
が
発
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

ヒ
レ
ガ
ク
ア
サ
ガ
オ
も
こ
れ
ま
で
日

本
で
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
熱
帯
起

源
の
海
浜
植
物
で
、
漂ひ
ょ
う

着ち
ゃ
く

発
芽
し
た
個

体
が
成
長
し
、
花
が
咲
い
て
い
る
の
が

西
南
日
本
各
地
で
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
熱
帯
や
亜
熱
帯
の
海
浜
植
物

の
芽
生
え
が
日
本
各
地
で
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
海
浜
植
物
の
分
布

拡
大
は
温
暖
化
の
指
標
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。
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▲ハマゴウ（シソ科）
植物全体に香りがある。果実を集めて枕
に入れて寝るとよく眠れる。まれに白花も
ある。
世界分布：東南アジア、太平洋諸島、オー
ストラリアの熱帯から温帯
国内分布：本州、四国、九州、南西諸島
花期：７～ 8月

▲ハマボウフウ（セリ科）
個体の大きさは北日本は大型で、南西諸
島は小型のものが多い。若葉は刺身のつ
まや和え物にして食べられる。（保護されて
いる場合もある。むやみに採取しないこと）
世界分布：アジア北東部、北アメリカ西部
国内分布：北海道～南西諸島
花期：6 ～7月

◀ハマエンドウ（マメ科）
赤紫色の蝶形花。まれに白
花もある。葉は無毛で光沢は
ない。エンドウを小型にした
ような果実ができる。
世界分布：北半球の亜寒
帯から温帯
国内分布：北海道～南西諸島
花期：3 ～ 5月

▲ネコノシタ（キク科）
花の直径は約 2cm。和名は、葉がネコ
の舌のようにザラザラしていることに由来。
世界分布： 東アジアの温帯から熱帯
国内分布： 本州（日本海側は新潟県、太
平洋側は福島県以南）、四国、九州、南
西諸島（北限は新潟県佐渡島）
花期：7～10月

◀ハマヒルガオ（ヒルガオ科）
花の直径は 4～ 5cm。まれに白花もある。内陸
のヒルガオに比べ、葉は円くて光沢があり、厚い。
世界分布：北アメリカ西部、ユーラシア大陸、太平
洋の島々
国内分布：北海道～南西諸島
花期：4 ～ 6月

◀ハマニガナ（キク科）
花の直径は 2 ～ 3cm。茎
は地中をはい、葉を点々と
地上に出す。葉の形から、
別名ハマイチョウと言う。
世界分布：東アジア～カム
チャッカ半島
国内分布：北海道～南西諸島
花期：冬期以外

ここに紹
しょう

介
かい

する大部分の植物の種子は 2 カ月
以上浮

う

き続けることができ、海流で散布され
るので、全国の広い範

はん

囲
い

で見ることできます。
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